
植物工場では厳密な環境制御が可能となり、生育促進、機能性向上、安全性向上
などが期待できます。また食用サボテンは、栄養繁殖が可能、密植が可能、長期
間の連続収穫が可能であるなど閉鎖型植物工場での生産に適した性質を多く備
えており、植物工場は食用サボテン生産の強力なツールになると期待しています。

サボテン組：植物工場での食用サボテン生産

中部大学応用生物学部に設置されている植物工場
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‣娘茎節成長速度は

Red＞ R+B+G≧R+B＞ Blue

Red区
‣2週間で15cm以上伸びる個体も

Red

光が生育・形態・機能性に与える影響を調査




